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〜 450 点前後に分布しているが、700 点を越える海



















































 I love you as deep as the sea.
 I love you as strong as the wind.




なかから、I と you は誰を指すか？という問いかけ
がなされ始める。もし、書かれた英文をそのまま反
復するだけの要約をしていたら、What is the most 
important point in this book？と問いかけ、Look at 









リーズの絵本で作成した要約文と Buren と Warnes
の絵本で作成した要約文との比較である。
[A] Pooh visits Rabbit. He has a trouble there. 
[B] This book describes that a mother bear 




である。S と V の単文を繰り返し、やがて SV and 





















トは安波・Lavin 編（松柏社、2013）To the Future： 
Topics in Health & Environment from VOA の Lesson 8








































 A. 原文の表現を活用する。 
 “You boys like me to tell you about some of 
dem hard times...”
➡ “Rosicky tells his children about hard life in 
London.”
 
 B. 1 段落を 3 文にする。






 ・ So he was very hungry...




 ・  When he found the roast goose at his 
corner, ...Rosicky  ...
 ・  Rosicky ate up i t  because he was 
hungry... 
 ・  Although he would eat one little bite of 







































































































































































































































































































































学生 A:  はじめに楽しいゲームのようなことをし
て、英語を学ぶ上で楽しめた。また、声を
発するので緊張も解けた気がする。
学生 B:  一人で勉強するよりも楽しく学べた。
 （➡「楽しさ」や協同学習が効果的な学び
の動機になるということに気づいている。）








学生 A： 研究のヒントとして、0 から 1 を創るので
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